
 
                                                          

年  度 検  討  内  容 備  考 

平成 22年度 

(11月～) 

●研究会再開（2回開催） 

 

 

 

 

 

     

○ＷＧ再開(3回開催) 

 

 

 

★「高齢者医療制度改革会議」検討結果 

（最終とりまとめ）＜案＞（１２月） 

  ※新しい高齢者医療制度のあり方判明 

   法案提出（次期通常国会？） 

☆「障がい者制度改革推進会議」第２次意見 

とりまとめ（１２月） 

☆「改正障害者自立支援法」成立（１２月） 

平成 23年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●研究会（３回程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＷＧ(各 WG４回程度開催） 

☆「社会保障と税の一体改革（案）」（６月） 

☆「障がい者制度改革推進会議総合福祉部会」検討結果

とりまとめ（８月） 

  ※自立支援医療のあり方判明  

☆「障害者総合福祉法(仮称)」法案提出 

               (１２月？) 

 

平成 24年度  

 

●研究会（3回程度開催予定） 

 

 

 

 

 

平成 25年度 新制度施行  ★新しい高齢者医療制度施行（４月） 

☆障害者総合福祉法(仮称)施行（８月） 

 ※新しい自立支援医療開始 

 

抜本的見直しに向けた検討スケージュール(案) 
≪現時点で想定されるもの≫ 

・乳幼児医療費助成のあり方理念整理 
 （福祉的配慮、子育て支援の観点から）  
・新しい高齢者医療制度等がその他医療費助成
制度に及ぼす影響分析 

・各制度の課題整理 
・具体的な基準設定に向けた理念整理 
【対象者のあり方】・・・○A WG 
対象年齢、障がい種別、所得制限 等 
【給付と負担のあり方】・・・○B WG 
助成の範囲、自己負担のあり方 等 

  
※新しい高齢者医療制度、障がい者制度改革 
等、国検討状況を踏まえつつ 

以降、実質的議論はＷＧで実施 

・対象者、府・市町村への影響 
・「制度のあり方」に関する考え方最終とりまとめ 
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検討項目○A○B について 2つのＷＧで検討実施 

平成 22年度研究総括 

平成 23年度研究総括 
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報告書とりまとめ（秋） ⇒ 制度見直し案公表 

資料３ 


